
 

 

業務仕様書 

件 名 共創の場形成支援事業 若者の居場所作りを目的としたメタバース開発 

契 約 種 別 委託請負契約 

発 注 元 公立大学法人横浜市立大学 研究・産学連携推進センター 

履 行 場 所 横浜市立大学及びオンライン 

履 行 期 間 契約日～令和６年 3 月 31 日 

支 払 方 法 前 金 払 

部 分 払 

■しない     □する 

■しない     □する 

目 的 2024 年 4 月末時点で共創の場形成支援事業の PJ として最優先で実現させたい「悩

みの昇華の場」の要件を満たすワールドを作成し、提供開始できる状態とすること 

内 容 業務概要 

１．実施内容 

横浜市立大学で実施する、共創の場形成支援事業「若者の生きづらさを若者の

生きづらさを解消し高いウェルビーイングを実現するメタケアシティ共創拠

点」で取り組むプロジェクト内容に即したメタバース空間の開発を行う。具体

的には以下の内容となる。 

 

<ワールド製作> 

 （１）デザイン構築 

表現方法や体験価値を検討し、ワールド環境のデザイン構築を行う。 

    必要に応じて、デザインの方向性についてディスカッションを行う。 

 （２）スクラッチ製作 

   以下ユーザ体験が可能となるワールドのスクラッチ製作を行う。 

➀悩みのアウトプット 

ユーザが、テキストで悩みを吐き出せる機能の実装 

➂悩みの昇華 

アウトプットした悩みを、コンセプトに合うエフェクト（例：風船のよう

に空に舞い上がる、鳥になって羽ばたいていく）を伴いながら、昇華させる

ことができる機能の実装 

※詳細はストーリーボードをベースに、本学関係者と綿密に調整すること。 

 

２．実施方法 

指示、打合せなどについては原則オンラインで行う。必要に応じて対面でも実

施する。 

 

３．契約等 

（１）契約方法 



 

 

   一般競争入札により業者を選定する。なお、事業者は以下の条件を有してい

ることを必須とする。 

 ・横浜市立大学 共創の場形成支援事業の理念を適切に理解し、若者の居場所支

援に資する機能要素を理解していること。 

・アーティストとデザイナーが開発メンバーの中に含まれており、新規性の高いク

リエイティブな設計を目指せる体制であること。 

（２）完了報告 

   委託業務完了時に「完了届」または「納品書」を提出する。書式については 

自由書式だが、業務内容が完了したことがわかるようにすること。 

（３）守秘義務 

本業務内容については、先端的な研究内容や個人情報を多く含むことから、 

請け負った事業者は、本業務の実務において知り得た情報については、業務 

期間はもちろんのこと、業務期間終了後も発注元の許可なく第三者に情報を 

開示しないこととする。 

留 意 事 項 〇本仕様書に基づく業務内容において、定めのない内容については別途協議の上 

決定するものとする。 

〇本事業において生じた知的財産権等各種権利においては原則として発注元であ

る横浜市立大学に帰属する。必要に応じて別途、調整することとする。 

 


